
Ⅰ．はじめに

平成 14 年度から開始した成熟期看護学実習は平成

18 年度で 5 回目となる。臨地実習は事業所等の労働の

場、一般病院、高齢者ケア施設で行われ、学生は実習

要項に示されている具体的目標 1「成熟期にある人とそ

の家族の生活を理解し、看護の役割と特性を学ぶ」と 5

つの健康課題別目標を指針に、一般病院、高齢者ケア施

設で各々 1 名のケア対象者を受け持ち実習を行なって

いる。成熟期看護学実習の方法は以下の「Ⅱ ．成熟期

看護学実習概要」で示すように 2 回の改変を行ってき

たが、事業所等の労働の場、一般病院、高齢者ケア施設

で実習を行うという基本スタイルは継続している。特に

一般病院での 2 週間は、内科系・外科系病棟のどちら

か 1 ヶ所のみでの実習となっており、この 2 週間の中

に「特殊な環境下での看護」として手術室実習 1日、「社

会生活を営みながら外来診療を利用している人とその家

族への看護」として透析室または外来での実習を 1 日

課している。このように学生の実習体験が限られる現状

を踏まえ、実習最終週の「実践と理論の統合 2-2」にお

いてグループワークと発表を行い、学生間の体験と学び

の共有を図って来た。

一方、学生個々の限られた実習体験を基に、成熟期と

いう幅広いライフサイクルにある人々の健康課題と看護

の学びを効果的に共有するためには、各学生が受け持つ

ケア対象者の特性に偏りがなく、可能な限り多様である

ことが望ましいと考える。しかしながら、平成 12 年度

に開校した本学は、県内における看護職養成機関として

の歴史が浅く、実習病棟の確保という点で制約がある。

そのため実習を担当する教員は、実習施設の条件を考慮

しつつ、個々の学生の学びに加えて「実践と理論の統合」

を通じて学生全体の成熟期にある人々の健康課題と看護

の理解が深まることにも留意しながら受け持ち対象者の

選定を行う必要がある。

そこで本研究は、一般病院において学生が受け持った

ケア対象者の特性という視点から現状を明らかにすると

ともに、成熟期看護学実習における学生の学びの充実に

向けて、学生の受け持ち対象者を選定する上での方向性

や臨地実習終了後の「実践と理論の統合」の在り方につ

いて検討することを目的とする。

Ⅱ．成熟期看護学実習概要 ：実習方法の変遷と成熟期

の実習目標

1．実習方法の変遷

図 1で示すように、平成 14 年度から開始した成熟期

看護学実習は平成 15 年度と 16 年度の 2 回改変を行っ

ている。その主な目的は、臨地実習終了後の「実践と理
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論の統合」において成熟期看護学実習要項で示している

具体的目標を指針に、学生間で実習体験を共有し成熟

期にある人の健康課題と看護についての学びを深める

ことである。平成 14 年度と 15 年度は、各施設の実習

終了毎に実習パターン 1 と 2 のグループが別々に「実

践と理論の統合」を行っていたが、平成 16 年度からは

全グループが臨地実習終了後の「実践と理論の統合」で

2日半のグループワークと最終日半日かけた発表を行い、

学びの共有を図っている。

2．成熟期の実習目標

具体的目標 1＜共通目標＞

成熟期にある人々とその家族の健康生活を理解し、看

　護の役割を学ぶ

具体的目標 2＜健康課題別目標＞

A ．健康の維持・増進のための生活を確立する成熟期

　　　の人とその家族の看護

B ．健康の回復過程にある成熟期の人とその家族の看

　　　護

C ．生活の再編成が必要な健康障害をもつ成熟期の人

　　　とその家族の看護

D ．生活の再構築が必要な健康障害をもつ成熟期の人

　　　とその家族の看護

E ．人生の終末を迎える（迎えている）成熟期の人と

　　　その家族の看護
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図 1　成熟期看護学実習の変遷

�
�

�
�
�
�
�

�

����

� � � � � � � � � �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

�
�
��
�
�

�

�������
����

�
�
�

���������
���
���
�����

������������ ��
�

���
�
��
���� �����������

����
���
����

�
�
�

��������

�
�
��
�
�

�

�����
����

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

���������

���
���
�����

����������� ��
�

��
�
��
���� ���������� ��������

�
�
��
�
�
�
�

�
���
���
���

��
��

��
��
��
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

������������

������
������

�
�������

����
��
��

������������ ���������

������������������������������������������������������
����������������������������������������������

����������������������������������������������������

���������������������������������������������������������
��������



なお、健康課題別目標 A は「健康の維持・増進ため

の生活を確立する」ことが課題となるため、成熟期の実

習では主に「労働の場における看護実習」の中で、健康

の維持・増進に向けた看護が学べるよう位置づけている。

　

Ⅲ．研究方法

1． 研究対象

本研究の対象は、平成 14 年～平成 17 年度に教員が

作成した「成熟期看護学実習受け持ち一覧表」の一般病

院に関連した項目に記載された内容および、平成 16 年

度手術室実習の学生の記録に記載された「受け持ち対象

の情報」の内容である。

2．データ収集方法

「成熟期実習学生受け持ち一覧表」より、学生が受け

持った対象の①性別、②年齢、③実習病棟の特徴、④健

康課題別目標、⑤学生が透析室と外来のどちらで実習し

たか、⑥病棟での受け持ちと手術室実習の受け持ちの関

係、以上 6項目をデータとした。

なお、平成 16 年度については講座として「成熟期看

護学実習受け持ち一覧表」の作成がなされなかったため、

項目①～⑤のデータを得ることができなかった。また、

項目⑥は平成 17 年度より「成熟期看護学実習受け持ち

一覧表」に加えられたため、平成 16 年度については筆

者が学生の記録よりデータ収集を行なった。

3．分析方法

項目①～⑤について、年度毎の学生数を算出した。な

お、項目④の健康課題別目標 A は主に「労働の場にお

ける看護実習」において学ぶため、一般病院での対象者

はいないことが明確であるので、健康課題別目標 B～ E

の人数を算出した。また、項目⑥については、病棟にお

ける学生の受け持ちと手術室での受け持ちの一致状況を

人数と割合で算出した。その際、内科系病棟の実習では、

病棟の学生受け持ちと手術室の受け持ちは一致しないこ

とが明らかなため、外科系病棟で実習している学生のみ

を対象とした。

4．倫理的配慮

実習を担当した教員に「成熟期実習学生受け持ち一覧

表」を研究に用いることを、説明し、了解を得た。また、

平成 16 年度については、学生に文書および口頭で研究

目的のために実習記録を用いることと、プライバシー保

護および協力の可否によって成績等に不利益を被らない

旨を説明し同意書の提出を求め、対象となった 63 名よ

り了承を得た。

Ⅳ．結果

1．性別

3 年間の男女別人数は 30 ～ 40 人代を推移しており、

一方への顕著な偏りは認められなかった（表 1）。

2．年齢

年度毎に最も人数の多かった年齢階級を見てみると、

平成 14 年度と平成 17 年度は 60 ～ 70 歳代と 70 ～ 80

歳代、平成 15 年度は 70 ～ 80 歳代であった。さらに、

60 歳以上の人数を合計すると、各年度ともに 50 人を

超えており、一般病院においても高齢者を受け持つ学生

が多いことが明らかになった。また、各年度の対象者平

均年齢は、平成 14 年度 66.6 歳（SD= ± 1.4）、平成 15

年度 65 .0 歳（SD= ± 1.4）、平成 17 年度 63.3 歳（SD=

± 1.8）であった（表 2）。

3．実習病棟の特徴

一般病院の実習は 5施設で実施している。平成 14 ～

15 年度は内科系 2 施設、外科系 3 施設であったため

外科系で実習している学生が内科系の 2 倍であったが、

平成 17 年度は内科系が 1 施設となったため、外科系

62 名に対し内科系 14 名という結果であった（表 3）。

4．透析室または外来における人数

平成 14 ～ 15 年度は透析室 2 施設、外来 3 施設で実

習をしており、透析室と外来での実習人数はほぼ同数で

あった。平成 17 年度は施設変更にともなって外来での

実習が増えたため、外来の人数が透析室の約 2倍となっ

た（表 4）。

5．健康課題別目標

3 年間を通じて「健康課題別目標 B」が最も多く、半

数以上を占めていた。健康課題別目標 Cは平成 14 年度

22 名、平成 15 年度 18 名でほぼ 4 分の 1 であったが、

平成 17 年度が 2名となっている。一方 2つの健康課題

別目標を組み合わせて学んだ人数を見てみると、平成

17 年度は Bと C の組み合わせが 14 名、Cと E が 1 名で、

15 名の学生が組み合わせの中で健康課題別目標 Cを学

んでいた（表 5）。

また、健康課題別目標 B ～ E の受け持ち対象者の特
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徴や受け持ち期間の具体例としては、Bはがんで手術療

法を受ける患者の術前から術後急性期の期間、Cはスト

マ造設術などを受けた患者の術後急性期を脱した時期か

ら退院までの期間、Dはくも膜下出血で脳動脈クリッピ

ング術を受けたが麻痺が残る患者の急性期を脱した時期

から、Eは肺がんの脳転移によって再入院している患者、

等であった。　

6．病棟受け持ちの手術室受け持ち一致状況

各年度とも病棟での学生の受け持ちと手術室での受持

ちが一致している場合と一致していない場合の人数はほ

ぼ半々であった（表 6）。

Ⅴ．考察

1．受け持ち対象者の年齢層について

成熟期看護学実習では、主に高齢者ケア施設の実習に

おいて老年期にある人たちへの看護を学ぶため、一般病

院では可能な限り青年期から壮年期の人たちへの看護が

学べるよう位置づけている。しかし今回の結果から 50

人以上の学生が 60 歳以上の人たちを受け持っているこ

とが明らかになった。

入院受療率の全国的な傾向を見てみると、65 歳前後

から顕著な増加が見られ、年齢階級が進むにつれて急激

に入院受療率が高くなっている 1）。今回の結果は、前述

した傾向が実習受け持ち対象者の年齢に影響をしている

ためと考えられる。こうした現実を踏まえ、成熟期とい

う幅広いライフサイクルにある人たちの看護を学ぶため

に、教員は可能な限り青壮年期にある人たちを受け持つ

ことができるよう意識して対象選定をする必要がある。

一方、成熟期看護学実習では平成 16 年度の実習方法

改変の際に、青壮年層の労働者が対象となる事業所実習

に健診センターの実習を取り入れており、改変以前に比

べ青壮年期の健康課題を学ぶ機会が得られていると考え

る。こうした状況も踏まえ、今後は更に「労働の場での

看護」と関連させながら、青壮年の健康課題を意識した

成熟期看護学実習としての統合を行なう必要がある。

2．健康課題別目標について

健康課題別目標では「 B ．健康の回復過程にある成
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表 1　 受け持ち対象者性別人数
平成 14年度
（n=77）

平成 15年度
（n=76）

平成 17年度
（n=76）

男　性 43 36 35
女　性 34 40 41

表 2　年齢別受け持ち対象者人数

対象者年齢 平成 14年度
（n=77）

平成 15年度
（n=76）

平成 17年度
（n=76）

20 歳未満  0  0  2
20 ～ 30 歳未満  1  0  1
30 ～ 40 歳未満  2  4  3
40 ～ 50 歳未満  2  1  7
50 ～ 60 歳未満 20 12 11
60 ～ 70 歳未満 22 21 22
70 ～ 80 歳未満 22 28 22
80 歳以上  8 10  8

表 3　病棟の特徴別学生数

実習病棟の特徴
学　生　数

平成 14年度
（n=77）

平成 15年度
（n=76）

平成 17年度
（n=76）

内科系 26 25 14
外科系 51 51 62

表 4　透析室と外来別実習学生数

実習病棟の特徴
学　生　数

平成 14年度
（n=77）

平成 15年度
（n=76）

平成 17年度
（n=76）

透析室 38 39 27
外来 39 37 49

表 5　健康課題別目標の受け持ち対象者人数

健康課題 平成 14年度
（n=77）

平成 15年度
（n=76）

平成 17年度
（n=76）

A  0  0  0

B 47 42 39
C 22 18  2
D  5  6  6
E  3  6  5
B-C  0  0 14
B-D  0  0  7
B-E  0  1  2
C-E  0  1  1
D-E  0  2  0

表 6　病棟受け持ちと手術室受け持ち対象者一致人数
（対象：外科系病棟実習生）

平成 16年度
（n=63）

平成 17年度
（n=61）

一致している 28（44.4％） 30（49.2％）
一致していない 35（55.6％） 31（50.8％）
注）平成 17 年度は学生 62 名中 1名については記載が無く不
明のため、61名を対象として算出した。



熟期の人とその家族の看護」を学んだ学生が最も多かっ

た。この背景には、外科系病棟で実習する学生が多いこ

とと、手術室実習を 1 日課していることから、教員が

意識的に実習期間中に手術療法を受ける患者を受け持て

るよう対象選定していることが影響していると考える。

健康課題別目標 B の対象者を受け持った学生の学び

の報告では 2）、「社会的・家庭的問題の相談・調整」や「自

己管理への援助」といった学びが少なく、健康課題別目

標 C、D、E の対象を受け持った学生との学びの共有の

必要性が指摘されている。また、筆者は「実践と理論の

統合」のグループワークに参加し、学生の体験が少ない

健康課題別目標については意見交換が十分に行なえずグ

ループワークが効果的に展開し難いという印象を受けて

いる。こうしたことから、学生が臨地実習で可能な限り

多様な健康課題を持つ対象を受け持ちグループワークに

臨むことが、学生の学びを深めることにつながると考え

る。しかし、実習施設として外科系病棟が多い状況や 1

日の手術室実習を課していることから、健康課題別目標

B以外を受け持つ学生が制限される傾向にあるのが現状

である。また、2週間とという実習期間中に健康課題別

目標 C、D、E の対象を受け持つ学生を増やすためには、

病棟での学生受け持ちとは別に手術室実習のために新た

に受け持ちを依頼する機会が増える。このことは、緊張

とストレスが非常に高い術前の時期に、患者・家族に対

して手術見学のみの承諾を得る機会が増えることに繋が

る。以上のような現実を踏まえ、今後健康課題別目標 B

～ E を考慮に入れ病棟での学生の受け持ちをどのよう

に選定していくか、講座全体で検討していく必要がある。

一方、学生のレポート分析による成熟期の目標達成状

況の報告 3）で、5 つの健康課題別目標に共通して「保健・

医療・福祉の活用の援助」についての学びが少なく、こ

の理由として病棟実習では学生が目前の問題・課題への

対応に必死になり、援助を短期的に捉える傾向が影響し

ていると指摘している。これに対し、透析室の実習では

看護の役割として「保健・医療・福祉の有機的な連携」

を学び得ていることが報告されている 4， 5）。以上より、

成熟期看護学実習の学びを深めるために、病棟での実習

と外来・透析室での実習をどう有機的につなげ、統合し

ていくかを検討することが重要である。

Ⅵ．まとめ

一般病院における学生の受け持ち対象の特性から、成

熟期看護学実習の課題を検討した。その結果、特に高

齢者を受け持つ学生が多いこと、健康課題別目標では B

の対象を受け持つ学生が多いことが明らかになった。高

齢者を受け持つ学生が多いことについては、全国的な高

齢者の入院受療率増加が影響していること、健康課題別

目標に偏りが生じていることについては、実習病棟の特

徴や手術室実習を課していることが影響していることが

考えられた。

今後はこうした現状を踏まえ、対象の選定については

可能な限り青壮年期にある人たちを受け持てるよう教員

が意識することや、健康課題別目標 B ～ E を考慮し学

生の受け持ちをどのように選定していくか講座全体で検

討していく必要がある。また、「実践と理論の統合」に

おいて、「労働の場での看護」や外来・透析室実習での

学びをどのように有機的につなげるかを検討していくこ

とが重要である。さらに、今回に明らかになった年齢や

健康課題別目標の偏りが学生の学びにどう影響している

かを明確にし、成熟期看護学実習の充実に向け継続して

検討する必要があると考える。

なお、本研究は、第 16 回日本看護教育学会学術集会

に発表したものに加筆・修正したものである。
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